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X線画像を用いている.【結 語】 Definition Edgeは希
望選定に対応したCTであり,診断医の評価も高い装置で
第17回群馬県CT・MRI研究会
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あった.
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「CT検査における低管電圧という選択 ―低管電圧CT
検査の基本知識とPOINNT―」
相川 良人
（山梨大学医学部附属病院 放射線部）
Computed tomography(CT)検査において,造影効果は
造影剤投与量との間に相関があり,十分な造影効果を得る
ためには高用量の造影剤が必要である.しかし,造影剤に
は腎毒性があるため造影剤の用量は最小限にとどめること
が望ましい.造影剤用量を減量しても造影効果を低下させ
ない方法は,低管電圧 (80 kV)を使用した撮影法が知られ
ており,40％の造影剤減量をしても視覚的な画質は維持可
能であったと報告されている (Radiology 2012;264(2):
445-54).しかし,低管電圧による撮影はX線量が不足する
ため,画像ノイズが増加しノイズを改善するためX線量を
増加する必要があり,これには被曝線量の増加が伴う.最
近のCT装置に搭載されている逐次近似法を応用した画像
再構成法は,ノイズの多いデータからノイズを取り除き良
好な画質が得えられる.逐次近似応用再構成法と低管電圧
撮影を併用する方法は,造影剤を減量し,かつ撮影線量を
増加することなく (被曝線量を増やすことなく),ノイズの
少ない画像が得られる可能性がある.しかし,この方法は
従来法 (120 kV)での画質・造影効果を担保した上で,どの
程度の造影剤減量が可能か?また,どのような特性がある
のかを理解し選択すべきである.今回は,低管電圧CT撮影
の基礎知識と臨床使用時のPOINTについて解説を行う.
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